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研究成果の概要（和文）：農業分野での環境保全への取り組みを効率的且つ効果的に推進するこ

とを目的として，小規模経営農家でも簡単に環境会計を実践できるように，IC タグやバーコー

ドで農作業記録や利用資材記録ができるシステムを開発し，さらに環境保全コストや環境保全

効果が簿記記帳と同時に簡単に記帳集計できるパソコン用システムを開発した． 
 
研究成果の概要（英文）：We have developed a server-side system for recording labors and 
materials for farming by the IC tag and the bar code so that even the small-scale farmer 
can easily practice environmental accounting aiming to promote the approach on 
environmental preservation in agricultural sector effectively and efficiently.  In addition, 
we have developed a bookkeeping system for the personal computer that is enabling total 
registration and calculation on the environmental preservation cost and the environmental 
preservation effect at the same time. 
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１．研究開始当初の背景 
 地球温暖化などの各種環境問題に対処す
るために，世界レベルでの環境保全が求めら
れており，農業分野も例外ではない．環境保
全型の経営を行う上で注目されている手法
に環境会計があるが，これは企業等が持続可

能な発展を目指して，社会との良好な関係を
保ちつつ，環境保全への取組を効率的かつ効
果的に推進していくことを目的として行う
会計である．農業経営では，大多数の経営で
十分な所得が確保できないのが現状である
ことから，利潤獲得を目標としつつ環境保全
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型経営を行わざるを得ない．そのために農業
分野で環境会計を検討することは大きな意
味を持つ．そこで農業分野での環境会計の普
及をめざし，経営規模が小さな農家でも簡易
に環境会計を実践できるための，システム開
発を行う事とした． 
  
２．研究の目的 
 小規模経営における環境会計の現状につ
いて調査する．農業版環境に必要な項目など
について検討する．環境会計に必要なデータ
を簡易に収集する方法を検討し，システム開
発をする．環境会計機能を取り入れた経営支
援システムを設計し，開発する．これらのこ
とで，農業分野での環境保全活動の推進と経
営改善とを支援することを目的とする． 
 
３．研究の方法 
(1)小規模経営を対象にアンケート調査を行
い（有効回答 300 件），環境会計の導入状況，
環境会計に対する意識について調査を行っ
た． 
(2)農業版環境会計で利用する，環境保全コス
トの項目，環境保全効果の項目について，ど
のようなものが適切であるか研究した． 
(3)農業版環境会計を実践するためには，農作
業の記録，使用資材の記録が重要となるが，
農作業現場でそれらを行うためにはできる
だけ簡易に行う必要がある．そのため， IC
タグやバーコードを携帯端末で読み取るこ
とで農作業記録や使用資材記録を行うシス
テムを開発をした．さらに，上記の方法で取
得したデータを解析するためのソフトウェ
アを開発した． 
(4)環境保全コスト，環境保全効果をできる限
り簡易に記録するために，既に普及している
農業会計ソフトを改良しに環境会計の機能
を追加した． 
 
４．研究成果 
 環境会計の導入状況，環境会計に対する意
識についてアンケート調査をした結果，環境
会計を導入している小規模経営は少ないが，
何らかの環境配慮対策を積極的に行いたい
と感じている経営は多かった．環境配慮対策
を希望しているのに現状導入されていない
理由としては，環境配慮対策をどのように行
えばよいかわからないと回答した経営が最
も多かった．この結果から，初心者でも簡単
に環境会計が行えるような仕組み作りが必
要であることが分かった． 
 農業分野における環境会計に必要な項目
を検討した結果，使用した農業資材の量の記
録，農作業の中で環境保全に要した労働力の
記録が必須であることが明らかになった．し
かしながら，現実的には大多数の農家でそれ
らの記録がコンピュータで簡易に出来るよ

うな形状で行われていない．そのために，Ｉ
Ｃタグやバーコードを携帯端末で読み取り
データをサーバに転送する事で，簡易に農作
業の記録や利用資材の記録が行えるシステ
ムを試作した．また，さらに取得したデータ
を簡易に解析するためのソフトウェアを開
発した． 

図１ IC タグやバーコードを読み取る携帯端末 

図２ 携帯端末を用いた農作業の記録風景 
 
さらに，環境保全効果の一部に，土壌微生

物多様性活性値を導入するようにした．これ
により，土壌を利用する経営での環境負荷の
度合いを簡易に計測，表示できるようになっ
た．さらに通常はマイナスの環境影響評価し
か記録できなかったが，土づくりを通して行
われたプラスの環境影響評価についても明
確に表示できるようになった． 

 図３ 環境会計機能が追加された簿記システ
ムの画面例 
 
環境保全コストの記録については，農業会



 

 

計システムを改良し，簿記記帳を行いながら
仕訳の摘要欄に記録する内容を選択する事
で，簡易に分類記帳，集計表示できるように
した．環境保全効果を明らかにする際に利用
する，環境負荷資材の使用量の増減について
も，資材の在庫管理システムと仕訳記帳とを
連動させる事で，記録，集計表示できるよう
にした． 
 これらの事で農業分野での環境会計の普
及を支援することが可能となった．  
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